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社会福祉法人すこやか福祉会 

発行日：2022 年 8 月 1 日 第 61 号 

本部事務局 住所：〒120-0023 

東京都足立区千住曙町 4－16 

TEL：03-5813-9251 

東京都福祉人材センターから当法人に「見て 聞いて 学べる 福祉現場体感見学ツアー」の依頼がありました。この見

学ツアーは、福祉の仕事を「検討している」「興味がある」といった主に無資格・未経験の方を対象として実施し、参加者

が実際の福祉現場を見学し、理解を深めることで、就労希望者の確保及び福祉分野に対するイメージ向上を図ることを

目的とした企画です。 

 

過去にも他法人で実施されていて、毎回すぐに参加希望者で定員が

埋まるような人気企画の対象施設に選んでもらうことができました。事前

打合せにて、当日の予定を打合し、7 月 15 日に午前の部と午後の部に

分け、感染対策を徹底し予定通り実施することができました。当日を迎え

るころに再びコロナの感染者数が増えてきたことから予定していた参加者

は午前３人、午後４人となりました。 

 

今回は港区にあるすこやかの家みたてでの開催としたため、複合型のメ

リットを活かして、グループホームとデイサービスの施設見学と床走行と天

井走行リフトの体験としました。またツアー企画の目玉でもある職員との交

流では、未経験から始めた比較的経験の浅い若い職員に参加してもらい

リアルな声を聞いてもらうことにしました。 

実施後の参加者アンケートでは、「丁寧にご説明いた

だき、リフトの体験もできケアワーカーの仕事がよく理解

できました。スタッフの方々の生の声もうかがい有意義

でした。」「知りたかったこと以外にも丁寧に説明してい

ただきためになった。」と満足度 100％で回答をいただ

くことができました。参加された方々が就職に繋がるか

はわかりませんが、今回のように福祉の世界を知らない

人や興味を少しでも持っている人たちに、福祉現場の

魅力を私たちの力で発信していくことに大きな意味があ

ると実感しました。     

   湾岸エリアマネジャー 中野 一仁 

 

※東京都福祉人材センターホームペ

ージにて当日の様子を掲載していた

だきました。QR コードを読み取りの

上ご覧ください。 

介護リフト体験の様子 

グループホーム見学の様子 
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社会福祉法人すこやか福祉会 ２０２１年度 決算報告  

（自）2021 年 4 月 1 日 （至）2022 年 3 月 31 日 

○貸借対照表（資産の状況）     単位：千円 

科 目 今年度末 前年度末 増減額 

資 産 4,158,160 4,026,299 ＋131,861 

負 債 1,598,457 1,435,395 ＋163,061 

純資産 2,559,703 2,590,903 ▲18,821 

 

○資金収支計算書          単位：千円 

科 目 予算 決算 差異 

事業活動収入 3,336,387 3,336,360 ＋27 

事業活動支出 3,259,115 3,252,858 ＋6,257 

事業活動収支差額 ＋77,272 ＋83,501 ▲6,230 

施設整備等収入 143,191 143,191 0 

施設整備等支出 177,662 177,662 0 

施設整備収支差額 ▲34,471 ▲34,471 0 

その他活動収入 111,975 111,975 0 

その他活動支出 78,797 78,797 0 

その他収支差額 ＋33,179 ＋33,179 0 

当期資金収支差額 ＋75,979 ＋82,209 ▲6,230 

前期末資金残高 656,796 656,796 0 

当期末資金残高 732,775 739,005 ▲6,230 

 

○事業活動計算書          単位：千円 

科 目 当年度 前年度 増減額 

サービス活動収益 3,320,239 3,384,193 ▲63,954 

サービス活動費用 3,299,401 3,319,315 ▲19,914 

サービス活動増減差額 ＋20,838 ＋64,878 ▲44,040 

サービス活動外収益 16,120 14,273 ＋1,847 

サービス活動外費用 10,025 9,110 ＋915 

サービス活動外差額 ＋6,095 ＋5,163 ＋932 

経常増減差額 ＋26,934 ＋70,041 ▲43,108 

特別収益 8,629 14,669 ▲4,162 

特別費用 9,567 19,768 15,903 

特別増減差額 ▲938 ▲5,100 ＋4,162 

当期増減差額 25,906 64,962 ▲38,946 

 

 

 

○貸借対照表（資産の状況） 

2021 年度末の現預金残高は約 4 億 9900 万円で、

前年度末よりも約 8200 万円増加し、サービス活動費用

合計からみた現預金残高の月商倍率（現預金対事業活

動支出比率）は 1.82 倍となり、2020 年度末の 1.52 倍

より 0.30 増加しました。短期的な支払能力指標の流動

比率（流動資産÷流動負債）は 275％でした。資産合計

から負債合計を除した純資産が前年度より約 1900 万

円減少し、25 億 6000 万円となりました。 

 

○資金収支計算書 

予算は年度末に確認した補正予算のため、決算との

差額はほとんどないのですが、2021 年度は事業活動収

入で 620 万円の差異が生じました。日常の事業活動に

関わる事業活動資金収支差額は 2020 年度よりも約

5800 万円減少し約 8400 万円となりました。当期末支

払資金残高は、前年度 6 億 5700 万円より約 8200 万

円増加し、7 億 3900 万円となりました。 

 

○事業活動計算書 

サービス活動収益はコロナ禍による利用控えなどがあ

り 6400 万円減少しましたが、サービス活動費用は感染

対策等の費用増などがあったため 2000 万円程度の減

少にとどまりました。2021 年度の人件費率（サービス活

動収益比）は 77.1％で 2019 年度の 75.0％と比較する

と約 2 ポイント増加しています。介護事業所は離職率が

この数年間減少傾向にあり、全国平均よりも低く、2021

年度は常勤で 2.6％でしたが、保育事業所常勤で

14.3％とやや高く、法人全体では常勤で 6.1％の離職率

でした。当期活動増減差額で 7 期連続の黒字＋2600

万となりましたが、2020 年度よりも約 4000 万円減少し

ました。 

 

コロナ禍は福祉で働く人々が正当な評価を受けていな

いことを浮き彫りにしました。いのちとケアが大切にされる

社会の実現をめざすとともに、大幅な処遇改善を求めて

いきます。引き続きご支援、ご協力をお願いいたします。 

すこやか福祉会常務理事 菊地 雅彦 
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デイサービスセンターみたて 

湯田 達也 

本年 6 月よりデイサービスセンターみたての所長になりま

した、湯田 達也です。 

 

私は、介護保険が創設された 2000 年に入職しました。老

人保健施設（入所 6 年、デイケア 3 年）で 9 年、訪問介護

3 年、他デイサービス 1 年、デイサービスセンターみたてで

の勤務は 9 年目になります。 

 

デイサービスセンターみたては桜並木もあり季節を感じら

れる場所にあります。近隣には公園があり、平日は保育園

の子供達が走り廻って遊ぶ姿が見られます。コロナ前は保

育園のお子さんがみたてに遊びに来てくれて踊りや好きな

事をお披露目することもありました。現在はリモートで披露す

る機会を作って交流しています。 

 

デイサービスセンターみたては、法人内で唯一 1 階 2 階

のある施設で、1 階は要介護の方で生活する上で支援が

必要な方のフロアになります。2 階は要支援の方や要介護

度で自立されている方のフロアになります。 

特徴は裸足で過ごすデイサービスです。足の指が広がる

事で転倒予防になりますので靴は下駄箱に入れます。更に

運動器具を使用したサーキットトレーニングを用いてADL維

持・向上に励んでいます。平均年齢は 84.5 歳です。 

 

「みたて菜園」も昨年より行い、茄子やきゅうりなどを栽培

しています。利用様と水やりをしながら、日々成長していくの

を見ることが楽しみになっています。 

 

これからも新しいことにど

んどんチャレンジしていき

ながら、利用者様、職員が

楽しく通えるデイサービスを

目指していきたいと思いま

す。 

ファミリーケアみさと北 

島根  くみ子 

本年５月より所長代理になりました、 

島根 くみ子です。 

 

2004 年４月にファミリーケアみさと北（旧 株式会社フ

ァミリ-ケア）に非常勤職員として入職しました。2006 年

に常勤として働く様になり、入職してから 18 年間です。 

 

こんなに長く介護の仕事に

携わるとは思っていませんで

した。大変なこともたくさんあり

ましたが、いろいろな経験をさ

せていただきました。利用者

様から感謝の言葉をいただく

たびに、この仕事を選んで良

かったと思い頑張ってこられ

ました。 

 

所長代理の職に就いたときは、分からないことが多く、

不安がいっぱいでした。それでもフォローしてくれる職員 

の皆さんのおかげで、何とかやっています。 

 

これからも利用者様に寄り添い、安心して暮らせるよ

うに、お手伝いをさせていただきたいと思います。 

また、職員一人ひとりのレベルアップを目標にして。 

「ファミリーケアで良かった」と言ってもらえるような事業

所を、職員一同で作っていきたいと思っています。 
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今年度の保育事業部の目標の 1 つに「SDGs」が 

掲げられ、こばとの森保育園でも改めて考えてみまし

た。 

 

SDGs というと、ペットボトルやごみの分別・資源を大切

にする・リサイクルなどが浮かびますが、貧困、紛争、気

候変動、環境破壊、感染症、差別など今世界が抱えて

いる数多くの課題に直面しているものでした。 

 

それを受けて私たち保育園でどんなことが出来るかを調

べてみると、友達と遊ぶことも実は SDGs に繋がる大切

なことだと知りました。友達と遊ぶと、自分と他人とは違

いがあることを知り、それを認め合うことへの土台となりま

す。また小さな子供であれば、家族以外の存在を認識

する良い機会となります。世の中には様々な人がいるこ

とを当たり前に思えることは、これから多種多様な社会

で生きていく子供達にとって、とても大切なことだと思い

ました。 

 

また、保育園は 

子どもの 10 年後 

20 年後を想定して 

「どのような大人に 

なって欲しいか」と 

いう願いを込めて 

保育をしています。 

今回の SDGs の取り組みは、子ども達が大人になった時

を想定しいろいろな場面で自分で考えて行動できるよう

に「まわりに優しいかな」をテーマにして、物の使い方や

生き物や植物への接し方、食べ物などで保育士と友達

と一緒に考えて進めて行きたいと思います。 

 

子ども達が未来への希望が持てる社会を、みんなで

目指していきたいと思いました。 

         こばとの森保育園 山下 香織 

毎年恒例！ 

皆さんからの作品をお待ちしています！！  

皆で参加（施設・団体） 、一人で参加、地域の方も大歓

迎！商品もお楽しみに！ 

 

 【スケジュール】 

  締め切り 9 月 22 日（木） 

  投票   10 月 27（木） 

  発表   １１月 2 日（水） 

 【お問い合わせ/連絡先】  

葛飾やすらぎの郷（すこやか福祉会を支援する会） 

 ℡：03-5648-8250 

           

Photo Gallery 

 

特別養護老人ホーム葛飾やすらぎの郷では 

デザートイベントが好評いただいています。 

 

団体：『新宿デイに到着！！』 

新宿デイサービスセンター職員・利用者 様 

↓昨年の最優秀賞はこちら 


